
･の移行 第19回日本霊長籾学会大会 (2003年6月,仙台).

9)下岡ゆき子 (2003)野生クモザルのロングコールの発声について.節19回日本霊長類学会大会 (2003

年6月,仙台).

◇講演

1)橋本千絵 (2003)頬人狼の子供の行動発達～コンゴの森で野生ボノボの成長を追う-. 愛知県立明

和高校pTA研修会 (2003年 11月,名古屋).

2)大将秀行 (2003)霊長規研究から探る人間社会の原型･日本人材マネジメント協会 講演会 (字003年

7月,東京).

3)下岡ゆき子 (2003)ヒトの社会と霊長類の社会一南米アマゾンにおけるクモザルの社会構造の研究.

名古屋弁護士会弁護実務修習 (2003年9月,犬山).

4)杉浦秀樹 (2003)西部林道のサル (とサル研究者).第 5回屋久島フィールドワーク公開講座(2003

年8月,上屋久町).

5)杉浦秀樹 (2003)ニホンザルの音声コミュニケーション.第40回市民文化大学 (2003年9月,-冒

市ト

行動神経研究部門

○思考言語分野

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之

<研究概要>

A)チンパンジー･コミュ土ティにおける知識 ･技術の社会的伝播

松沢哲郎 ･友永雅己･田中正之 ･松林清明1)･後藤俊二l)･鈴木樹理 1)･

熊崎清則l)･前田典彦l)･加藤朗野1)･山内志乃 1)･南雲純治2)･落合知美 3)･

大橋岳 4)･上野有理 4)･林美里 4)･松野響 4)･高島友子 5)

1)人類進化モデル研究センター, 2)認知学習分野,

3)教務補佐員, 4)大学院生, 5)技術補佐員

5月に新たに子どもが生まれ,チ㌣パンジー母子4組を中心とするl群 15個体の飼育下コミュニテ

ィを対象として,道具使用行動や認知スキルb)母子間 ･世代間 ･コミュニティ内での伝播について実験

的な検討を行った.これらは以下の研究者との共同研究である.竹下秀子,水野友有 (以上,滋賀県大),

武田庄平 (東京農工大),小椋たみ子 (神戸大),岡本早苗 (名古屋大),伊村知子 (関学大),魚住みど

り (慶応大).また,NHK (アニカ･プロダクション),中京TVと共同して,知識 ･技術の社会的伝

播の研究に関して継続投影するとともに映像記録をまとめた.

B)チンパンジーの認知発達研究

. 友永雅己 ･田中正之 ･松沢哲郎 ･林美里 (大学院生)･上野有理 (大学院生)

チンパンジーの乳児 3個体を対象として,チンパンジーの認知発達の研究を総合的におこなった.

3歳齢から4歳齢にかけての 1年間において,コンピュータ課題や対象操作課題など各種認知課題の導

入を行った.単純な反応課題だけでなく,弁別課題の学習も可能になってきている.さらに,自己鏡映

像認知を示唆する自己指向性反応の出現が3歳半あたりから頻出し始めた.これらは以下の研究者との
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共同研究である.竹下秀子,水野友有 (以上,滋賀県大),小椋たみ子 (神戸大),岡本早苗 (名古屋大),

伊村知子 (関学大),魚住みどり (慶応大),村井千寿子,小杉大輔 (以上京都大).

C)チンパンジーの認知 ･言語機能の比較認知科学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･南雲純治 (認知学習分野)･

DoraBiro(学振外国人研究員)･松野響 (大学院生)

チンパンジーとヒトを対象に,認知 ･言語機能の比較研究を継続しておこなった.主として,1個

体がコンピュータ制御タッチモニターに対面するテス ト場面で,注意,運動知覚,数の大小判断,視線

の認識,絵画的奥行き知覚,カテゴリー認識,トークンの使用などの研究をおこなった.これらの一部

は伊村知子 (関学大)との共同研究である.

D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異

松沢哲郎 ･大橋岳 (大学院生)･林美里 (大学院生)･DoraBiro(学振外国人研究員)

西アフリカ･ポッソウとその東隣のニンバのコミュニティの行動と生態を2003年5月から2004年

3月まで調査し,ビデオ記録の解析をおこなった.これらは以下の研究者との共同研究である∴山越言

(京都大),水野友有 (滋賀県大),加藤朗野 (人類進化モデルセンター),平田聡 (林原類人猿研究セ

ンター),藤田志歩 (岐早大),TatyanaHumle(スターリング大),claudiaSousa(リスボン大),Katelijne

Koops(ユ トレヒト大). また,植林による野生保全の試みである ｢緑の回廊｣計画について映像記録

をまとめ,放映した (TBS｢素敵な宇宙船地球号｣).

E)飼育霊長類の環境エンリッチメント

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･鈴木樹理 1)･

熊崎活則 1)･前田典彦 1)･山内志乃 1)･落合知美 2)

1)人類進化モデル研究センター, 2)教務補佐員

動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関する研究をおこなった.3次元構築物の導入や植樹

の効果の評価,個別飼育マカクザルJTの各種パズルフィーダー導入の効果,芳香刺激の呈示によるスト

レスの低減,認知的ス トレスの非侵架的生理指標による評価などを行った.これらは山根到 (都神研),

川上清文 (聖心女子大),大平秀樹,市川菜穂 (以上名古屋大),磯和勅子 (三重県看護大)との共同研

究である.

F)各種霊長類の認知発達

友永椎己 ･松沢哲郎 ･田中正之 ･打越万喜子 (大学院生)

アジルテナガザルの幼児およびマカクザルの乳児を対象に,種々の認知能力の発達について検討を

行った.これらは,以下の研究者との共同研究である.藤田和生,桑畑裕子,足立幾磨,堤酒香,村井

千寿子,小杉大輔 (以上京都大)

G)ヒトの子どもの認知発達

松沢哲郎 ･林美里 (大学院生)

犬山市の心身障害児施設 ｢こすもす園｣で,自閉症児,ダウン症児など障害児のコミュニケーショ

ン行動の発達について,参与観察研究を行った.これは,水野友有 (滋賀県立大),岡本早苗 (名古屋
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大,マックスブランク進化人類研究所)との共同研究である.

H)各種霊長類の瞬目行動の系統比較

友永雅己

各種霊長類を対象に,自発的瞬日脚皮を測定し,系統比較を行うための予備的データを記録した.

この研究は田多英興 (東北学院大),杉山敏子 (東北大医短),大森慈子 (仁愛大),厨川空美 (岐早大),

大平英樹 (名古屋大)との共同研究である.

Ⅰ)学習場面におけるチンパンジー母子間の相互作用

田中正之

チンパンジー乳児が母親同伴で学習課題をおこなう場面において,母親の行動が子どもの学習への

態度にどのような影響を及ぼすかを調べた.課題遂行中に乳児が母親に授乳を求めるといった,-個体

の場面では見られなかった多様な行動が見られた.

∫)研究成果の情報公開に関する研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･落合知美 (教務補佐員)･福富憲司 (研究支援推進fl)

一般に広くチンパンジー研究についての情報を公開する目的で,ホームページ ｢チンパンジー ･ア

イ｣を制作し,毎月更新した.ホームページ公開以来の総閲覧数は21万件 (英語は3万件)を越えた.

また,野生チンパンジーに関するホームページ｢chimpanzeeWorld｣(総閲覧数,和:54,000件,英:8,700

件)を公開している.

<研究業績>

◇原著論文

1)Biro,D.,Inoue-Nakamura,N.,Tonooka,R.,Yamakoshi,G.,Sousa,C.,Matsuzawa,T.(2003)Cultural

innovationandtransmissionoftooluseinwi1dchimpanzees:evidencefromfieldexperiments.Animal

Cognition6:213-223.

2)celli,M.C.,Tomonaga,M.,Udono,T.,Teramoto,M.,Nagano,K.(2003)Toolusetasksasenvironmental

enrichmentf♭rcaptivechimpanzees.AppliedAnimalBehaviourScience81:171-182.

3)Hayashi,M.,Matsuzawa,T.(2003)Cognitivedevelopmentinobjectmanipulationbyinfantchimpanzees.

AnimalCognition6:225-233.

4)Imura,T.,Tomonaga,M.(2003)Perceptionofdepthfromshadingininfantchimpanzees(Panfrog/odytes).

AnimalCognition6:253-258.

5)Iversen,I.,Matsuzawa,T.(2003)Developmentofinterceptionofmovingtargetsbychimpanzees(Pan

trlDglodytes)inanautomatedtask.AnimalCognition6:169-183.

6)Kawai,N.,Morokuma,S.,Tomomaga,M.,Horhoto,N.,Tanaka,M.(2004)Associativeleamingand

memory in achimpanzeefetus:Leamtng and long-lastingmemory beforebirth.Developmental

Psychobiology44(2):116-122.

7)Matsuzawa,T.(2003)TheAiproject:historicalandecologicalcontexts.AnimalCognition6:199121I.

8)Murai,C･,Tomonaga,M･,Kamegai,K･,Terazawa,N･,Yamaguchi,M･,(2003)DoinfantJapaneseTPaCaqueS

(Macacafusca(a)categorizeobjectswithoutspecifictraining?Primates45:1-6.
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9)Myowa-Yamakoshi,M.,Tomonaga,M･,Tanaka,M･,Matsuzawa,T･(2003)PreferenceforhumandirecJgaze

ininfaふtchimpanzees(Pantroglodytes).Cognition89:B53-64.

10)Nishimura,T.,Mikami,A.,Suz血ki,J.,Matsuzawa,T.(2003)Descentofthelarynxinchimpanzeeinfants.

ProceedingsortheNationalAcademyorSciencesoftheUnitedStatesorAmerica100(12):6930-6933.

11)shimizu,K.,Douke,C.,Fujita,S.,Matsuzawa,T.,Tomonaga,M.,Tanaka,M.,Matsubayashi,K.,Hayashi,M.

(2003)Urinarysteroids,FSHandCGmeasurementsformonitoringtheovariancycleandpregnancyinthe)

chimpanzee･JoumalorMedicalPrimatology32:15-22･ ′

12)sousa,C.,Okamoto,S.,Matsuzawa,T.(2003)Behaviouraldevelopmentinamatching-to-sampletaskand

tokenusebyaninfantchimpanzeerearedbyhismother.AnimalCognition6:259-267.

13)Tanaka,M.(2003)Visualpreferencebychimpanzees(Pantroglodytes)forphotosofprimatesmeasuredbya

freechoite-ordertask:implicationforinnuenceofsocialexperience.Primates44(2):157-165.

14)Tanaka･M･･Tomonaga･M･･Matsuzawa,T･(2003)FingerdrawingbyinfantchimpanzFes(Pantroglodytes)･

AnimalCognition6:245-251.

◇総説

1)松沢哲郎 (2004) ｢心の理論｣の進化的基盤.発達97:104-112.

2)m*,正之 (2003)チンパンジーの子どもの学び方.発達 96:1021112.

◇iLt評

1)Matsuzawa,T.(2003)Fromchimpanzeestothehumanmind.Science300:2034-2035.･

◇その他雑誌

1)小杉大輔,田中正之 (2004)ちびっこチンパンジー (第25回)- ｢なんで?｣から広がる世界一.秤

学 74(1):138-139.

2)松沢哲郎,熊崎清則,前田典彦,松林清明 (20-03)ちびっこチンパンジー :ピコが生まれた.科学

73(9):934-935.

3)松沢哲郎,熊崎活則,前田典彦,後藤俊二.鈴木樹里,加藤朗野,松林清明,友永雅己 (2003)ちびっ

こチンパンジー (第22回)発達の障害とケア.科学 73(10):1174-1175.

4)松沢菅郎 (2004)ちびっこチンパンジー (第27回)アフリカの森から-5人のチンパンジーが死ん

だ-.科学 74(3):358-359.

5)田中正之 (2003)ちびっこチンパンジー (第 20回)親のしていることはしたくなる.科学 73(8):

910-911.

6)友永雅己 (2003)ちびっこチン六ンジー (第 19回)跳ぶべきか跳ばざるべきか?.科学 73(7):

744-745.

7)友永雅己 (2003)ちびっこチンパンジー (第23回)母子の葛藤.科学 73(ll):1244-1245.

8)友永雅己 (2004)ちびっこチンパンジー(第26回)･物を介した母子のやりとり.科学 74:(2)260-261.

◇学会発表等

1)payashi,M.,Matsuzawa,T.(2003)Manipulationofmultipleobjectsbychimpanzees.KyotoUniversity

lntemationalSymposium"Self,Cognition,-andEmotion"(Dec･2003,AnnArbor,USA).
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2)Imura,T.,Tomonaga,M.,Imada,M.(2003)Theeffectofcastshadowsonpictorialdepthperceptionin

chimpanzeesandhumans･･21stCenturyCOBprogramofKyotoUniversityPsychologyUnionTheFirst

lntemationalWわrkshopfわrⅥ)ungPsychologists一℃volutionandDevelopmentorCognition一一(Jut.2003,

Kyoto,Japan)Program皮Abstracts:p-26.

3)Kuwahata,H.,Adachi,I.,Fujita,K.,Tomonaga,M.,Matsuzawa,T.(2003)Developmentofschematicface

preferenceinmacaqucmonkcys･2lstCenturyCOEprogramofKyotoUniversityPsychologyUnionThe

FirstIntemationalWorkshopfarYoungPsychologists-'EvolutionandDeJelopmentofCognition'-(Jut.2003,

Kyoto,Japan)ProgranT&Abstracts:p-14･

4)Mizuno,Y.,Tomonaga.M.,Takeshita,H.(2003)Cryingininfantsandmother-infantinteふctionsin

chimpan2:eeS･2lstCenturyCOEprogramofKyotoUniversityPsychologyUnionTheFirstlntemational

WorkshopfわrYわungPsychologistsI-EvolutionandDevelopmentorCognition''(Jut.2003,Kyoto,Japan)

Program皮Abstracts:p-18.

5)Myowa-Yamakoshi,M.,Tomonaga.M.,Tanaka,M.,Matsuzawa,T.(2003)Developmentoffaceprocessing

ininfantchimpanzees･2lstCenturyCOEprogramlntemationalSymposium,MDiversityofCognition''(Sep.

2003,Kyoto,Japan)Program皮Abstracts:Poster-5.

'6)okamoto,S.,Tanaka,M.,Tomonaga,M.(2003)Developmentofjointattentioninaninfantchimpanzee(Pan

troglodytes)･2lstCenturyCOEprogramofKyotoUniversityPsychologyUnionTheFirstInternational

WbrkshopfわrYわungPsychologists''EvolutionandDevelopmentorCognition一一(Jut.2003,Kyoto,Japan)

Program皮Abstracts:p-19.

7)Tanaka,M.(2003)Effectsofachimpanzeemother'sbehavioronherinfant'sleaming.'21stCenturyCOE

program lntemationalSymposium,-'DiversityorCognition'■(Sep.2003,Kyoto,Japan)Program 皮

Abstracts:Poster-6.

8)Tomonaga,M.(2003)Perceptualbasesforgazerecognitioninchimpanzees(Pantroglodytes)..21stCentury

COEprogramlntemationalSymposium''DiversityofCognition:(Sep.2003,Kyoto,Japan)Program &

Abstracts:Talk-2.

9)Tomonaga,M.,Okamoto,S.,Myowa-Yamakoshi,M.(2003)Gazerecognitioninchimpanzees(Pan

troglodytes).KyotoUniversitylntemationalSymposium (Kyoto･MichiganCollaborationinPsychology)

''Self,Cognition,andEmotion".(Dec.2003,AnnArbor,USA)Program&Abstracts:64.

10)Uchikoshi,M.,Matsuzawa,T.(2003)Behavioraldeもelopmentofagilegibbons:ThefirstfiveyearsaRerthe

birth.2lstCenturyCOEprogramofKyotoUniversityPsychologyUnionTheFirstlntemationalWorkshop

forYoungpsychologists"EvolutionandDevelopmentofCognition"(July.2003).Program&Abstracts:

Oraト7.

ll)赤見理恵,落合一大平知美,倉別台,長谷川寿一,松沢哲郎,平井百樹,吾川泰弘,吉原耕一郎

(2003)国内飼育下チンパンジーの個体情報データベ｢スの整備と活用.第 19回日本霊長類学会大

会 (2003年6月,仙台).

12)足立幾磨,桑畑裕子,藤田和生,石川悟,友永 雅 己 ,加 藤 朗 野 ,釜 中慶朗,清水慶子,松沢哲郎

(2003)マカクザル乳児における生物的運動の知 覚 . 日本 心 理 学 会 第 67回 大 会 (2003年9月,東京).

発表論文集 :761.

13)足立幾麿,桑畑裕子,藤田和生,友永雅己,松沢 哲 郎 (2003) ニ ホ ンザ ル 乳 児 に お け る 種 認 乱 日本

動物心理学会第63回大会･(2003年11月,つくば ).動 物 心 理 学 研 究 53:91.
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14)林美里,松沢哲郎 (2003)チンパンジーにおける積み木の構成.第 19回日本霊長類学会大会 (2003

年6月,仙台).

15)林美里,･松沢哲郎 (2003)チンパンジーにおける複数の物の操作.日本動物心理学会第 63回大会

(2003年 10月,つくば).

16)林美里,松沢哲郎 (2003)チンパ㌢ジーにおける階層的な物の操作.日本発達心理学会第 15回大会

(2004年3月,調布).

17)伊村知子,友永雅己,今田寛 (2003)チンノマンジーとヒトにおけるcorridorillusion:線遠近法が物体

の大きさの知覚に及ぼす影響.第 19回日本霊長類学会大会 (2003年 6月,仙台).プログラム･予稿

東 ‥42.

18)伊村知子,友永雅己,今田寛 (2003)チンパンジーとヒトにおける陰影による奥行知覚:キャス トシ

ャドーの効果.日本動物心魂学会第63回大会 ･(2003年11月,つくば).動物心理学研究 5

19)伊村知子,友永雅己,山口真美,今田寛 (2004)乳児における陰影による奥行知覚の発達(2).日本発

達心理学会第 15回大会 (2004年3月,東京).発表論文集 :172.

20)光子明久,小林真人,小野篤史,中山奈美,田中紫乃,松沢哲郎 (2003)最も近 くいるのは誰?チン

パンジーのニアレスト ネイバーの発達的変化.第 19回日本霊長類学会大会 (2003年6月,仙台).

21)川合伸幸,上野書-,友永雅己 (2003)ニホンザル新生児における学習 ･記憶研究の予胡掴勺検討.日

本動物心理学会第63回大会 ･(2003年11月,つくば).動物心理学研究 5主‥125.

22)川上清文,高井清子,友永雅己,鈴木樹理,日下富美代,岡井崇 (2004)微笑の起源(2).日本発達心

理学会第 15回大会 (2004年3月,東京).発表論文集 :2.

23)小杉大輔,村井千寿子,石田ひらく,友永雅己,田中正之 (2003)1歳児における動物の行為の目的

の理解.日本心理学会第67回大会 (2003年9月,東京).

24)松沢哲郎,熊崎清則,前田典彦,松林清明 (2003)飼育下チンパンジーの出産とヒトによ､る保育介助.

円本動物心理学会第63回大会 (2003年 10月,つくば).

25)松沢哲郎 (2004)ヒトの心の霊長類的起源 :ゲノム研究との連携.国立遺伝学研究所共同研究集会

｢霊長類の遺伝学研究｣ (2004年2月,三島).
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心理学会節 15回大会 (2004年3月,束京).発表論文集 :177.

48)上野有里,落合知美,松沢哲郎 (2003)チンパンジー時子における新規食物への反応.第 19回日本
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ウム (2003年 11月,日野).プログラム :36.
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回日本霊長類学会大会 (2003年 6月,仙台).プログラム･予稿集 :46.

◇講演

I)Matsdzawa,T.(2003)Cognitivedevelopmentinchimpanzees.SummerprogramofRIKEN2003(Aug.2003,

Wako,Japan).

2)Matsuzawa,T.(2003)Culture,Education,andMother-infantbondinchimpanzPes･CoIIoquiumofBeijin

University(Oct.2003,Beijing,China).

3)Matsuzawa,T･(20Q3)CultureandEducationinchimpanzees･IntemationalSymposiumofTUBS,Soken-dai

(Nov.2003,Hayama,Japan).

4)Matsuzawa,T.(2003)Cultur与andeducationinchimpanzees.SeminarfortheEvolutionandHuman

AdaptationProgram,Uni'versityofMichigan(Dec.2003,AnnAnobar,USA).

5)Matsuzawa,T.(2003).Cognitivedevelopmentinchimpanzees.Intem;tional;ymposiumofKyoto-Michigan

collaborationinPsychology.'Self,Cognition,andEmotion'l,UniversityofMichigan(Dec･2003,AnnAnot)ar,

USA)

6)Matsuzawa,T.(2003)Cognitivedevelopmentinchimpanzees.ColloquiumorDepartmentorPsychology,

BirkbeckCollege,UniversityofLondon(Dec.2003,London,UK).

7)Matsuzawa,T.(2004)OnHOPEproject.ThesigningceremonyofJSPSandMPG(Feb.2004,Munich,

Gemany).

8)Matsuzawa,T.(2004)Prerequisitesoftooluseinchimpanzees.21COEIntemationalsymposiumonArican

GreatApes,KyotoUniversity(Mar.2004,Kyoto,Japan).

9)Matsuzawa,T.(2004)HOPE:AprqjectorKUPRIandMPIEVA2004-2009.Firstlntemationalworkshopor

HOPE(Mar.2004,Kyoto,Japan)

10)Matsuzawa,T.(2004)Themindorthechimpanzee:Inthewildandincaptivity.RO‖publicsymposiumon

'.Sequencingthechimpanzeegenome:Whathaveweleamed?..,UCSD･(Mar･2004,LaJoIla,USA)

II)Matsuzawa,T.(2004)Cognitionandpersonalityinchimpanzees.ROHexpertmeetingon'rSequencingthe

chimpanzej:genOme:Whathavewelearned?

12)松沢哲郎 (2003)

- (2003年4月,

13)松沢哲郎 (2003)

4月,犬山).

14)松沢哲郎 (2003)

15)松沢哲郎 (2003)

ン【リッチメント

16)松沢哲郎 (2003)

都).

17)松沢哲郎 (2003)

年6月,草津).

18)松沢哲郎 (2003)

チンパンジーとの出会い.WorldVeterinaryDayinJapan一人と動物,そして獣医師

名古屋).

チンパンジーの子育てと教育.平成 15年度愛知県児童館連絡協議会総会 (2003年

チンパンジーの知性と教育.第26回医学会総会 (2003年4月,福岡).

チンパンジーアイとアエムの 3年間一子どもの成長から考える動物福祉と環境エ

アエムくん誕生3周年記念講演会 (2003年5月,東京).

チンパンジーの親子 :最初の3年間.第3回法然院夜の森の教室 (2003年 5月,京

進化の隣人 ヒトと享ンパンジー.立命館大学理工学研究所春季学術講演会一(2003

進化の隣人 ヒトとチンパンジー.第 20回山口県母性衛生学会総会および学術講
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演会 (2003年 7月,山口).

19)松沢哲郎 (20031チンパンジーの学習と文化.名古屋市立前等学校放n研修会 (2003年 7月,名古

屋).

20)松沢哲郎 (2003)知の起源.第4回独立行政法人放射線医学総合研究所一般講演会 (2003年7月,大

阪).

21)松沢哲郎 (2003)チンパンジーの子どもの成長.第 17回日本手術看護学会 (2003年 10月,神戸).

22)松沢哲郎 (2003)進化の隣人 ヒトとチンパンジー.北海道教育大学旭川校80周年記念講演会 (2003

年 10月,旭川).

23)松沢哲郎 (2003)チンパンジーの親子関係･なかま関係.ひばりが丘幼椎舎講演会 (2003年 10月,礼

幌).

24)松沢哲郎 (2003)チンパンジーの親子のきずな.名古屋柳城短期大学創設 50周年記念教育講演会

(2003年 11月,名古屋).

25)松沢哲郎 (2003)-Lチンパンジーの親子のきずな.青山学院大学心理学会 (2003年 11月,束京).

26)松沢哲郎 (2004)チンパンジーにおける模鹿と表象.第 16回自律分散システムシンポジウム (2004

年 1月,京都).

27)松沢哲郎 (2004)チンパンジーの教育と親子のきずな.第46回中部地区幼児教育研究会 (2004年 1

月,名古屋).

28)友永雅己 (2003)チンパンジーの子育てに学ぶ -母になる過程に注目して.(財)安田生命社会事業

団2003年度夏期講座 3｢子育て支援 初めの一歩,次の一歩｣(2003年 8月,東京).
29)友永雅己 (2003)チンパンジーの認知発達..第 2回動物園を利用した教員研修会 一動物を学ぶ+

動物に学ぶ (2003年 8月,犬山).

30)友永雅己 (2003)チンパンジーの母子関係から人の発達を考える.佐賀県精神保健福祉協会精神保

健セミナー2003｢そだち,そだてる｣(2003年9月,佐賀).

31)友永雅己 (2003)チンパンジーの母子関係を支えるもの,広島市児童療育指導センター30周年記念

大会基調講演 (2003年 11月,広島).

32)友永雅己 (2003)チンパンジーのこころの発達 -視線認知をヰ心に-.愛知淑徳大学コミュニケー

ション心理学会講演会 (2003年 12月,名古屋).

33)田中正之 (2003)チン/).ンジーの子育てから学ぶこと.岩倉市保育園職員研修会 (2003年 6月,岩

倉).

34)田中正之 (2003)チンパンジーの子どもの育ち方 ･学び方.御嵩町教育委員会 ･子-fJ<て講演会 (2003

年9月,御田町).

35)田中正之 (2003)チンパンジーの母子関係.豊田市福祉事業団互助会研修会 (2003年 11月,豊田).

36)田中正之 (2004)チンパンジーの子どもの育ち方 ･学び方.学びのまちづ くり講演会 (2004年 2月,

諏訪).

◇その他

I)松沢哲郎(2003)現代のことば.京都新開 (5月 15日).

2)松沢哲郎(2003)現代のことば.京都新聞 (7月31日).

3)松沢哲郎(2003)現代のことば.京都新開 (10月 1日).

4)松沢哲郎(2003)現代のことば.京都新聞 (12月 1日).
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5)松沢哲郎(2004)現代のことば.京都新聞 (2月5日).

6)松沢哲郎(2003)文化はいかに伝えられるか.聖教新聞 (7月10日).

○認知学習分野

正高信男 ･泉明宏

<研究概要>

All)言語習得の身体的基盤の認知神経科学的研究

正高信男

手話の習得や視聴覚情報と自己受容感覚との統合過程など,高次認知機能の身体的基盤が言語習得

に果たす役割を,-乳幼児を中心として,心理実験および神経活動の非侵襲的手法をもちいそ研究した.

学習の過程を縦断的に追跡することで,情報処理の発達が脳 ･身体の可塑性と,どう関わるかの解明を

めざしている.

A･2)学習困難を持つ子どもの心理課題遂行時の脳内機序の解明および支援プログラムの評価

正高信男

学習困杜をもつ子どもの認知機能と脳機能の関連性の分析を行い,学習困柾に閲する類型化を行っ

た.

B)チンパンジーにおける視聴覚統合

泉明宏

チンパンジーにおける視聴覚統合処理について研究している.主として視聴覚の同期性,量の表象

について検討した.

C)ニホンザルにおける他個体の映像に対する興味

泉明宏 ･土田順子 (自治医大)

加齢にともなう他個体との交渉の減少にらいて検討する目的で,老齢 ･若齢ニホンザルを対象に,

コンピュータディスプレイに映し出された他個体の映像に対する''興味"について検討した.

D)行動実験制御装置およびプログラムの開発

南雲純治

1.心的回転認知実験および空間回転認知実験用ソフトの作成.2.光点による生物学的運動 (バイオ

ロジカルモーション)の動画ファイル生成および編集ソフトの作成.3.仮想専用線導入による遠隔地との

LAN型ネットークシステムの構築 (代表者) 4.USBインタフェースキットを利用した安価汎用入出力

ボー ドの試作

<研究業績> ､

◇原著論文

1)ceugniet,M.,Izumi,A.(2004)IndividualvocaldifferencesofthecoocaninJapanesemonkeys(Macaca

fuscata).ComptesRendusBiologies327(2):1491157 /
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